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ビデオや CD．LD．DVD
などを視聴できる。

ＡＶコーナー

文学や歴史、芸術な
ど最新の本がそろう。

新刊本

書
館
の
役
割
や
サ
ー
ビ
ス
、
楽

し
み
方
な
ど
取
り
巻
く
状
況
が

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
、
図
書
館
を
趣
味
や
娯
楽

の
た
め
の
施
設
、
本
を
無
料
で
貸
し

出
す
場
所
、
学
生
な
ど
が
勉
強
す
る

た
め
の
空
間
と
し
て
考
え
て
い
る
人

も
少
な
く
な
く
、
そ
れ
以
外
の
機
能

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
現
在
は
、
新
刊
図
書
を
並
べ
る

だ
け
で
な
く
、
利
用
者
が
見
や
す
く
、

探
し
や
す
い
よ
う
に
丁
寧
に
並
べ
ら

れ
た
書
架
棚
、
季
節
や
話
題
な
ど
の

特
集
コ
ー
ナ
ー
、
本
と
の
出
会
い
を

演
出
す
る
書
架
な
ど
利
用
者
が
最
良

の
１
冊
と
出
会
え
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

な
仕
掛
け
や
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
の
書
籍
は
、
書
誌
情
報
や

所
在
情
報
、
検
索
情
報
が
電
子
化
さ

れ
、
図
書
館
や
千
代
田
庁
舎
、
中
央

出
張
所
、
千
代
田
公
民
館
に
設
置
さ

図

れ
て
い
る
端
末
機
を
利
用
す
れ
ば
比

較
的
容
易
に
検
索
で
き
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、

自
宅
に
い
な
が
ら
、
読
み
た
い
本
や

探
し
て
い
る
本
を
検
索
で
き
、
予
約

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

図
書
館
は「
本
の
森
」。
新
し
い

「
ハ
ッ
ケ
ン
」を
探
し
に「
本
の
森
」へ

出
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

読
み
た
い
本
や
探
し
て
い
る
本
、

興
味
の
あ
る
本
と
は
別
に
、
何
気
な

く
本
を
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
る
。

読
む
こ
と
で
思
い
が
け
な
い「
ハ
ッ
ケ

ン
」が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ドキドキ。

新しい「ハッケン」探し。

図書館の扉を開こう！

豊富な情報

「知ること」の楽しさを提供

暮らしの中の身近な図書館

　

本
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
に
新

し
い
世
界
が
広
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、

本
に
よ
っ
て
誰
か
と
つ
な
が
り
ま
す
。

今
日
読
ん
だ
本
の
こ
と
を
、
家
族
や

友
人
、
知
人
に
話
し
た
く
な
り
ま
す
。

図
書
館
で
出
会
え
る
ワ
ク
ワ
ク
と
、

ド
キ
ド
キ
。

　

そ
れ
は
、
図
書
館
の
扉
を
開
く
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

立
図
書
館
と
千
代
田
分
館
の
蔵

書
数
は
、
約
11
万
７
千
冊（
10

月
末
現
在
）。
し
か
も
、
毎
週
40
冊
前

後
の
新
刊
図
書
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

入
荷
す
る
分
野
も
文
学
や
歴
史
、
芸

術
、絵
本
な
ど
多
種
多
様
で
す
。ま
た
、

図
書
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
な
ど
の
情
報
を
整
理
し
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
中
で
、
情
報
が
持
つ
価

値
が
高
ま
る
な
か
、
利
用
者
が
求

め
る
情
報
を
手
に
入
れ
る
手
段
と
し

て
、
図
書
館
の
果
た
す
役
割
が
今
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
所
蔵

し
て
い
な
い
図
書
は
、
リ
ク
エ
ス
ト

を
お
聞
き
し
、
県
内
の
公
共
図
書
館

や
大
学
か
ら
相
互
貸
借
制
度
で
取
り

寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
べ
た

い
こ
と
で
、
図
書
が
見
つ
か
ら
な
い

場
合
は
、
職
員
に
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

読
ん
だ
後
、
図
書
館
の
休
館
日
や

開
館
時
間
以
外
に
本
を
返
却
し
た
い

場
合
は
、
あ
じ
さ
い
館
、
千
代
田
公

民
館
、
千
代
田
庁
舎
、
働
く
女
性
の

家
、
大
塚
児
童
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

す
べ
て
の
利
用
者
に
、
豊
富
な
情

報
と「
知
る
こ
と
」の
楽
し
さ
を
提
供

す
る
図
書
館
。
暮
ら
し
の
中
の
身
近

な
場
所
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 ↑児童コーナー。子どもの目線の高さで本

を選ぶことできます。

※携帯電話から図書資
料の検索と貸出中の資
料の予約（パスワード登
録必要）ができます。

↑ワクワクとドキドキを体験できる絵本。
大好きな絵本を手に取ると子どもたちも笑
顔になります。

市

図書館に行こっ。

新しいワクワク☆ドキドキ探しの旅

館に書図
こ行

季節や話題など一つ
のテーマを設けて関
連する本を紹介。

特集コーナー

手に取り読むことで歴
史の重みを感じるこ
とができる。また、当
市出身の郷土文学者
コーナーを設置。

郷土資料コーナー 【図書館利用案内図】

幼児向けの絵本や紙
芝居があるこどもの
ひろばと児童書があ
る児童コーナー。毎
月お話し会を開催。

こどものひろば

読みたい本を案内に
従い画面に触れて検
索。図書等の予約も可。

検索コーナー

館内の資料で調べ学
習やゆっくり読書を
楽しむことができる。

読書スペース

カウンター

出
入
口

ワクワク。

価値ある

う
図書資料検索・
予 約 QR コード

かすみがうら市立図書館
［所　在］　かすみがうら市深谷 3719-1　あじさい館内
［開　館］　9：00 ～ 17：00 
［休館日 ］　 毎週月曜日、祝日、毎月末日（月曜日が祝日

の場合、翌日の火曜日が休館。末日が土曜
日、日曜日の場合は金曜日が休館。）

［電　話］　029-897-0647
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「
読
書
は
一
人
の
時
間
を
楽
し
む
幸

福
な
時
間
で
す
」と
話
す
の
は
、
市

読
書
会
連
合
会
会
長
の
宮
㟢
さ
ん
。

読
書
の
楽
し
み
を
知
っ
た
の
は
、
学

生
時
代
。「
本
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
作
ら
れ
た
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
世
界
の
集
合
体
。
そ
の
世
界
観
を

読
み
終
え
て
仲
間
と
語
り
合
う
時
間

が
楽
し
か
っ
た
」と
学
生
時
代
を
振

り
返
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
自
宅
の
一
部
を
図
書
室

に
改
装
し
、
学
校
や
家
庭
以
外
に
子

ど
も
の
居
場
所
と
し
て
開
放
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
地
域
の
小
さ
な
図
書
室
」と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。「
本
を
通
し
て
の

感
想
や
考
え
方
を
話
し
合
っ
た
り
、

相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
た
り
、
子

宮
み や ざ き

㟢 瑞
み ず え

枝さん
市読書会連合会　会長

読書会は、「文庫のつどい」の開催をはじめ、読書好きの
仲間で、情報交換や、感想の発表、難解な本を読みこな
すなど、読書活動全般の推進を図っています。

ど
も
た
ち
も
楽
し
ん
で

い
る
み
た
い
で
す
ね
。

こ
の
図
書
室
は
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
大
切
な

場
所
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
」と
笑
顔
で
話

し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
８
年
か

ら
、
下
稲
吉
小
学
校
で

休
憩
時
間
に
仲
間
と
読

み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。児
童
か
ら
は「
読

み
聞
か
せ
の
お
ば
ち
ゃ

ん
」と
し
て
人
気
が
あ

り
ま
す
。
小
学
６
年
生

が
小
学
１
年
生
に
行
う

読
み
聞
か
せ
は
、「
親

に
読
ん
で
も
ら
っ
た
時

の
気
持
ち
と
、
読
ん
で
あ
げ
る
時
の

気
持
ち
の
変
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
」と
学
校
の
取
り
組
み
に
共
感

し
て
い
ま
す
。

　

読
書
の
奥
深
さ
は
、「
同
じ
本
で

も
学
生
時
代
や
子
育
て
時
代
、
そ
し

て
今
、
読
む
年
代
で
感
じ
方
が
違
う

か
ら
こ
そ
面
白
い
」。
探
し
て
い
る
本

が
な
く
て
も
図
書
館
に
行
く
こ
と
が

あ
る
そ
う
で
、「
古
い
詩
集
を
手
に

取
っ
た
と
き
心
が
充
足
し
ま
す
。
図

書
館
の
雰
囲
気
は
私
の
心
を
癒
や
し

て
く
れ
る
場
所
で
す
ね
」。

　

一
方
、
自
宅
で
読
書
を
す
る
の
に

お
気
に
入
り
の
場
所
は
、
リ
ビ
ン
グ
。

「
私
に
と
っ
て
読
書
は
、
特
別
な
時
間

で
は
な
く
、
生
活
の
一
部
で
す
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

朗読ボランティア
「せせらぎ」

　視覚に障害のある方や寝たきり
の高齢者など、図書館に来ること
が困難な方に、広報誌やエッセー
などを録音して届けています。会
員数10人。

図書館ボランティア
「ひばりの会」

　毎月月末の図書整理や年1回の蔵書
点検、不用図書のリサイクルなどの活
動を支えています。「図書整理をして
いるときに新しい本との出会いや発見
があり、とても楽しみです」と、本が
好きな仲間同士、自由な雰囲気の中で
活動をしています。会員数11人。

読み聞かせグループ
「つくしんぼ」

　「子どもたちに本の楽しさを知って
もらいたい」「本を好きになってほし
い」。月1回児童館で、7月と11月に
保育所（園）や幼稚園で、子どもたちに
本の魅力を伝える「読み聞かせ会」を
行っています。会員数 8人。

読み聞かせグループ
「石のスープの会」

　毎月第 2土曜日の午後 2時から、
子どもたちに絵本や紙芝居などの
「お話し会」を行っています。時には、
保育所や小学校などで公演するこ
ともあります。大好きな絵本の世界
を子どもたちと一緒に楽しんでい
ます。会員数 8人。

ブックスタート

　ブックスタートは、4カ月児健診
のときに、赤ちゃんと保護者にメッ
セージを伝えながら絵本を手渡す
運動で、千代田・霞ヶ浦の両保健
センターで行っています。
　千代田保健センターでは、ブッ
クスタート・ボランティア14 人の
方、霞ヶ浦保健センターでは、民
生委員児童員16人の方がブックス
タート運動を支えています。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

し
て
い
ま
す
。

躍活

「
本
が
好
き
」「
子
ど
も
が
好
き
」「
図
書
館
の
お
手

伝
い
を
し
た
い
」な
ど
。
い
ろ
い
ろ
な
思
い
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
図
書
館
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　 市立図書館、千代田分館では、利用者に親しまれ、利用しやすい図書館を目指し
ています。図書館のボランティア活動に興味をお持ちの方は、ぜひお気軽におた
ずねください。

　市立図書館☎ 029-897-0647 ／千代田分館☎ 0299-59-5252

　『読書の奥深さや図書館の雰囲気を　
　　　　　感じてほしいですね』　

図書館に行こっ。

―
平
日
と
土
日
で
利
用
者
の
違

い
は
あ
り
ま
す
か
―

　
「
平
日
は
、
書
棚
を
眺
め

て
、
気
に
入
っ
た
本
を
手

に
取
っ
て
ゆ
っ
く
り
読
書

を
楽
し
む
方
が
多
い
で
す

ね
。
土
日
は
、
読
み
聞
か

せ
を
行
っ
て
い
る
親
子
や

調
べ
学
習
を
す
る
学
生
さ

ん
が
多
い
で
す
。」

―「
夏
休
み
１
日
図
書
館

員
」で
は
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か
―

　
「
市
内
の
小
学
４
年
生

か
ら
６
年
生
を
募
集
し
ま

し
た
。
20
人
の
予
定
で
し

た
が
、
予
想
を
上
回
る
人

気
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち

も
普
段
体
験
で
き
な
い
本

の
貸
し
出
し
や
返
却
、
本

棚
の
整
理
、
傷
み
の
あ
る

本
の
修
理
、
本
の
カ
バ
ー
付
け

な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
図

↑「たくさんの人に利用してほ
しい」と話す図書館司書の樽見
さん。

図書館職員に聞きました。

書
館
を
身
近
に
感
じ
て
く

れ
た
よ
う
で
す
ね
。
子
ど
も

た
ち
か
ら『
図
書
館
員
に
な

り
た
い
』と
言
わ
れ
た
時
は
、

嬉
し
か
っ
た
で
す
。」

―
中
学
生
の
職
場
体
験
学
習

を
受
け
入
れ
て
い
る
そ
う
で

す
が
―

　
「
働
く
こ
と
の
大
切
さ
や

楽
し
さ
、
や
り
が
い
な
ど
を

学
び
、
一
人
一
人
の
勤

労
観
や
職
業
観
を
育
む

職
場
体
験
学
習
で
、
南

中
学
校
、
北
中
学
校
、

下
稲
吉
中
学
校
の
２
年

生
13
人
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。
職
場
体
験
学
習

の
生
徒
た
ち
か
ら
は『
社

会
で
働
く
大
切
さ
や
楽

し
さ
を
学
び
ま
し
た
』と

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。」

―
最
後
に
―

　
「
探
し
て
い
る
本
が
な

く
て
も
図
書
館
に
訪
れ

て
ほ
し
い
で
す
。
訪
れ

る
こ
と
で
、『
学
ぶ
楽
し

さ
』、『
知
る
楽
し
さ
』、

『
本
の
楽
し
さ
』を
実
感

し
て
ほ
し
い
で
す
。」

利用者に親しまれる図書館

一緒に活動　
しませんか！

社会福祉協議会ボランティア
「キャッチボイス」

　広報誌を録音して、「声の広報」
を届けています。会員数 9人。
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《
一
般
の
部
》

【
読
書
感
想
文
】

市
長
賞
＝
宮
本
ふ
み
子（
安
食
）「
中

国
の
大
逆
流
」

教
育
長
賞
＝
冨
山
宏（
宍
倉
）「
妻
の

橋
」に
想
う

図
書
館
協
議
会
長
賞
＝
松
橋
亮
典

（
下
稲
吉
）田
辺
元「
哲
学
入
門　

哲

学
の
根
本
問
題
」に
関
す
る
所
感

図
書
館
長
賞
＝
香
取
ミ
ツ
エ（
坂
）「
暖

簾
」を
読
ん
で

図
書
館
長
賞
＝
坂
野
貞
宏（
横
堀
）

「
あ
あ
正
負
の
法
則
」を
読
ん
で

【
標
語
】

教
育
長
賞
＝
磯
山
德
治（
田
伏
）

図
書
館
協
議
会
長
賞
＝
田
能
幸
雄

（
東
野
寺
）

図
書
館
協
議
会
長
賞
＝
か
の
う
栄

（
宍
倉
）

図
書
館
長
賞
＝
山
内
勝
昭（
稲
吉
）

図
書
館
長
賞
＝
菅
谷
咊
子（
柏
崎
）

佳
作
＝
鈴
木
千
晶（
牛
渡
）、
坂
野
貞

宏（
横
堀
）、
根
食
和
子（
宍
倉
）、
藤

﨑
菊
子（
宍
倉
）

《
小
・
中
学
生
の
部
》

【
読
書
感
想
文
】

図
書
館
長
賞
＝（
下
大
津
小
）仲
澤
美

穂
、
坂
本
純
玲
／（
美
並
小
）羽
成
祥

子
、
笹
生
彩
音
／（
牛
渡
小
）杉
浦
笑

奈
、
大
吉
潤
／（
佐
賀
小
）三
上
凜
乃
、

大
川
真
輝
／（
安
飾
小
）駒
場
那
桜
、

吉
原
紗
月
／（
志
士
庫
小
）岡
田
百

加
、
福
島
清
華
／（
宍
倉
小
）服
部
皓

太
、
酒
井
理
子
／（
志
筑
小
）長
谷
川

莉
子
、
森
ヶ
﨑
美
紀
／（
新
治
小
）中

根
悠
、
小
倉
琴
音
／（
七
会
小
）伊
藤

雄
哉
、
井
坂
楓
華
／（
上
佐
谷
小
）藤

﨑
礼
文
、
久
保
田
杏
／（
下
稲
吉
小
）

鈴
木
萌
生
、
木
村
広
美
／（
下
稲
吉

東
小
）板
垣
花
音
、
真
鍋
美
穂
／（
南

中
）大
枝
春
菜
、
仲
澤
源
樹
／（
北
中
）

鈴
木
綾
香
、
坂
本
勝
汰
／（
千
代
田

中
）長
谷
川
弘
樹
、
飯
島
彩
花
／（
下

稲
吉
中
）宮
路
大
朗
、
岡
本
若
佳
奈

【
標
語
】

図
書
館
長
賞
＝（
下
大
津
小
）長
島

舞
、
長
谷
川
優
大
、
大
竹
和
真
、
坂

本
樹
生
／（
美
並
小
）羽
成
佳
祐
、
山

本
真
優
、
原
田
啓
介
、
稲
生
美
歩
／

（
牛
渡
小
）和
田
拓
、
江
後
田
学
跳
、

宮
田
菜
々
美
、
宮
本
貴
広
／（
佐
賀

小
）本
田
悠
人
、
白
井
歩
、
岡
野
光

希
、
加
固
直
樹
／（
安
飾
小
）前
川
万

葉
、
矢
口
胡
鈴
杏
、
坂
本
彩
夏
、
宮

本
日
向
子
／（
志
士
庫
小
）髙
田
留

菜
、
髙
田
奏
都
、
圓
城
寺
優
香
、
鈴

木
亮
太
／（
宍
倉
小
）宮
本
凌
、
神
山

華
穂
、
佐
藤
大
輝
、
𠮷
田
明
日
夢
／

（
志
筑
小
）小
林
雪
希
華
、
山
口
結
愛
、

小
松
﨑
多
映
、
江
川
紗
理
奈
／（
新

治
小
）矢
口
彩
花
、
関
口
祐
嗣
、
石

毛
亜
実
、
浅
倉
紗
花
／（
七
会
小
）菊

地
奏
人
、
田
谷
純
玲
、
久
保
田
晏
瑞
、

久
松
麗
美
／（
上
佐
谷
小
）照
沼
隆

阿
、
齋
藤
梨
花
、
吉
藤
航
、
大
山
洋

樹
／（
下
稲
吉
小
）上
野
健
太
郎
、
渡

辺
純
菜
、
佐
野
く
る
み
、
水
谷
茉
美

／（
下
稲
吉
東
小
）島
田
歩
実
、
大
川

里
胡
、
西
岡
宏
祐
、
高
久
寧
奈
／（
南

中
）坂
本
恵
理
、
井
坂
研
斗
／（
北
中
）

服
部
祥
大
、
勝
倉
真
帆
子

【
習
字
】

図
書
館
長
賞
＝（
下
大
津
小
）小
林
明

日
美
、
大
和
田
健
樹
／（
美
並
小
）中

泉
裕
花
、
小
川
夏
鈴
／（
牛
渡
小
）江

後
田
望
未
、
小
泉
勇
人
／（
佐
賀
小
）

加
固
花
奈
子
、
宇
都
木
泰
生
／（
安

飾
小
）鈴
木
優
斗
、
髙
野
真
美
／（
志

士
庫
小
）松
延
大
貴
、
福
島
大
貴
／

（
宍
倉
小
）佐
藤
は
る
か
、
中
村
謙
斗

／（
志
筑
小
）石
塚
朋
美
、
齊
藤
眞
理

子
／（
新
治
小
）中
根
彩
花
、
荻
沼
奈

央
／（
七
会
小
）長
塚
真
理
亜
、
栗
山

隼
輔
／（
上
佐
谷
小
）沼
田
さ
な
え
、

川
原
場
結
惟
／（
下
稲
吉
小
）大
森
風

語
、
寺
前
和
香
／（
下
稲
吉
東
小
）武

井
晶
、
篠
田
遥
果
／（
南
中
）宮
本
翔

太
、
渡
辺
功
輝
／（
北
中
）阿
部
瑞
樹
、

仲
島
千
帆
／（
下
稲
吉
中
）矢
野
圭
太

郎
、
横
浜
誠

【
ポ
ス
タ
ー
】

図
書
館
長
賞
＝（
下
大
津
小
）坂
本
舞

衣
、
櫻
井
な
つ
み
／（
美
並
小
）伴
場

美
涼
、
坂
本
彩
／（
牛
渡
小
）齊
藤
雄

大
、
齊
藤
光
／（
佐
賀
小
）白
井
姫
花
、

石
橋
夏
葵
／（
安
飾
小
）小
松
﨑
大

輝
、
飯
塚
雄
哉
／（
宍
倉
小
）寺
澤
未

来
、
川
﨑
拓
海
／（
志
筑
小
）川
俣
果

歩
、
川
俣
可
南
子
／ 

（
新
治
小
）矢
口

萌
花
、
飯
沼
夏
子
／（
七
会
小
）岩
﨑

麻
衣
、
色
川
美
香
／（
上
佐
谷
小
）小

松
﨑
竜
成
、
中
根
悠
喜
／（
下
稲
吉

東
小
）浅
野
間
大
翔
、
佐
々
木
悠
／

（
南
中
）大
久
保
沙
紀
、
櫻
井
遥
菜
／

（
北
中
）仲
島
千
帆
、
根
崎
実
莉
／（
下

稲
吉
中
）荒
井
絢
香
、
井
村
友
美

市立図書館では、10月27日から11月9日までの読書週間にちなんで読書感想文と習字、標語、ポスターを募集し、
優秀作品を表彰しました（敬称略）。

標語【一般の部】
教育長賞

磯
いそやま

山 德
と く じ

治さん

　すばらしい賞を受賞でき、大変光
栄です。本を通して家族を温かくし、
ふれあいある言葉「家読」。この温か
みのある言葉の意味に共感し、伝え
たい、大切にしたい気持ちから、応
募しました。ありがとうございまし
た。受賞標語「家読（うちどく）で　家
族だんらん　秋の夜」

読書感想文【一般の部】
市長賞

宮
みやもと

本 ふみ子
こ

さん

　本との出会いは、自分の視野を広
げることができ、気持ちを表現する
楽しさを教えてくれます。この本は
娘からの薦めで読みました。ページ
をめくるたびに受けた感銘を伝えた
い気持ちから、応募しました。受賞
を聞いたときは、喜びと驚きでした。
ありがとうございました。

読書感想文【一般の部】
教育長賞

冨
とみやま

山 宏
ひろし

さん

　受賞の連絡をいただいたときは、
嬉しさと恥ずかしさがありました。
本を読み、感動すると書きたくなる
のが、読書感想文です。本は自分が
表現できない気持ちや言葉を代弁し
てくれます。読書は物事をいろいろ
な側面から見ることを教えてくれま
す。ありがとうございました。

喜

家読

び

ノ

の

ススメ

の声 秋 読書週間
秋の読書週間、優秀賞受賞者の喜びの声

「家読（うちどく）」は、家族で読書の時間を共有することです。
家族みんなで好きな本を読んで、家族団らんで感想を語り合えば、家族の絆も深まります。

書
は
、
言
葉

を
知
り
、
知

識
を
増
や
す
だ
け
で

な
く
、
豊
か
な

心
や
想
像
力
を

育
ん
で
く
れ
る

心
の
栄
養
で
す
。

　

現
在
、
本

を
読
む
習
慣
を

家
族
全
員
で
持

つ
試
み
と
し
て

「
家う

ち
ど
く読

」と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま

す
。

　

子
ど
も
の
こ

ろ
、
読
ん
で
も

ら
っ
た
本
を
、

子
ど
も
に
読
ん

で
み
る
。
子
ど

も
が
読
ん
で
い

る
本
を
家
族
で

読
ん
で
み
る
。
家
族

で
同
じ
本
を
読
み
、

読
ん
だ
本
の
感
想
を

家
族
で
話
し
合
っ
た

り
、
本
を
勧
め
合
っ

た
り
す
る
こ
と

で
、
家
族
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
、

親
に
本
を
読
ん

で
も
ら
っ
た
本

の
世
界
の
楽
し

い
体
験
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

忙
し
い
毎
日

の
中
で
、
心
や

す
ら
ぐ
時
間
が

あ
る
こ
と
に
気

付
く
こ
と
と
思

い
ま
す
。

読

うちどく

図書館に行こっ。

↑図書館入り口に飾られた習字やポスター。
素晴らしい作品が多く、訪れる人の目を楽
しませました。

新しい家族のコミュニケーション


